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国 名 イギリス フィンランド フランス ドイツ カナダ 

1. 教育改

革の方向性 

 

教えるべき知識

を精選し明確化

（英数理の重視，

他教科の簡素化）。

知識に連動した

スキルの育成。 

汎用的コンピテ

ンスを提示する

とともに，これ

と教科固有の知

識等を，学年区

分別に提示。 

基礎学力の完全

保障と道徳教育

の充実を目指す

2013 年教育基本

法（通称ペイヨン

法）により，「共

通基礎」を改訂。

インプット統制

からアウトプッ

ト統制重視へ。 

学校終了段階に

必要とされるコ

ンピテンシーを

規定する傾向。 

学力の向上（中等

学校修了率の上

昇），アカウンタ

ビリティ拡大，高

等教育や就労に

生かせる資質・能

力の育成。 

2. 教育課程の特色と近年の動向 

(1)教育課

程の基準 

 

教育省が出すナ

ショナル・カリキ

ュラム（NC）に法

的な要請として

内容（学習プログ

ラム）が示されて

いる。NC は 2014

年 9月に改訂。 

2014年12月に新

たな「全国基礎

教育教育課程基

準」が公表され

た（2016 年度よ

り実施予定）。 

幼稚園から高等

学校まで，教育課

程の基準として，

「授業時間配当

表」と「学習指導

要領」が国民教育

省令で定められ

ている。小・中学

校学習指導要領

は2015年改訂。

州の合意により

学校終了段階で

獲得する主要教

科（ドイツ語，

数学，外国語，

理科）の共通コ

ンピテンシーを

規定。内容の規

定から能力規定

中心に移行中。 

各州で統一のカ

リキュラムを導

入。学区によって

はその地域の特

色を生かしたカ

リキュラム（州教

育省の認可が必

要）が設定されて

いる場合もある。

(2)重視さ

れている

主な資質

・ 能 力 

 

育成すべきスキ

ルは各教科の中

で提示されてい

る。ニューメラシ

ー・数学的スキル

と言語・リテラシ

ーが特に重視さ

れ，諸教科の中で

育成される。 

七つの汎用的コ

ンピテンス（①思

考力・「学ぶことを

学ぶ」力，②文化

的コンピテンス，

③自立心，④多元

的読解力，⑤ICT，

⑥職業スキル，⑦

持続可能な未来構

築）。 

新「共通基礎」で

は，五領域（①思

考とコミュニケー

ションのための言

語，②学習の方法

とツール，③人

格・市民教育，④

自然システムと技

術システム，⑤世

界の表現と人間の

活動）を重視。 

州共通の教育ス

タンダードで

は，教科ごとに，

教科の一般的資

質能力及び教科

の内容関連の資

質・能力とに分

けて提示してい

る。 

各州において異

なるが，資質・能

力に関する目標

等が設定されて

いる。 

(3) 資質・

能力育成を

めぐる近

年の動向 

英語・数学・理科

の基礎的スキル

を重視している。 

新たな全国教育

課程基準の実施

に向け，地方教

育課程基準の編

成作業中。 

2013 年教育基本

法（通称ペイヨン

法）に基づき，

2015年3月に「共

通基礎」を改訂。

OECD のコンピテ

ンシー論の影響

を受けている。 

各州でカリキュ

ラムにおける「21

世紀型スキル」の

検討と導入に対

する議論が展開。

3. 資質･能

力と学習内

容の関連 

 

過去 20 年来，ス

キルの育成を重

視。今次の NC で

は，スキルは各教

科内容と結び付

けて示された。 

学年・教科別に

汎用的コンピテ

ンスを提示。汎

用的コンピテン

スと教科内容の

関連を提示。 

小・中学校の新学

習指導要領では，

各教科と共通基礎

五領域との対応表

を示している。 

各教科固有のコ

ンピテンシーを

育成するととも

に，教科を超え

たコンピテシー

を育成。 

知識や概念の理

解の一方で，資

質・能力を育むこ

とを重視。 
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州をまたいだ教育

スタンダードに基

づいた新たな評価

方法の開発・普及が

進められている。 

国家教育指針「メル

ボルン宣言」に基づ

き，連邦・州政府が

共同で教育改革を

推進，育成する能力

を明確化。 

2010 年にナショナ

ル・スタンダード

導入。資質・能力

の習得達成状況を

初等教育段階の読

み・書き・算数に

焦点を当て評価。 

「思考する学校，

学ぶ国家」（1997）

を目指した教育改

革を推進。「少なく

教え多くを学ぶ」

量から質への教育

の転換を図る。 

実践中心の人格教

育。 

知識基盤社会に対

応する，創造的な

人材の育成。 

 

 

州ごとにスタンダ

ードを設定し，対応

した学力テストを

実施。教育課程につ

いては州で大枠が

決められているが，

具体的な詳細は学

区ごとに異なる。 

 

 

州政府が教育に関

する権限を持つた

め，連邦・各州政府

合意の下，「オース

トラリアン・カリキ

ュラム，評価，報告

機関（ACARA）」の主

導で「オーストラリ

アン・カリキュラ

ム」を順次導入中。

「ニュージーラン

ド・カリキュラム

（NZC）」（2007年改

訂）が大綱として

教育課程全体の

「学びの方向性」

と「学習指導」を

提示。各学校がNZC

を基に学校カリキ

ュラムを作成。 

基準となるシラバ

スを教育省のカリ

キュラム計画・開

発局が策定。 

2010 年 3月に発表

されたカリキュラ

ム の 枠 組 み

（C2015）に基づ

き，各教科のシラ

バスを改訂中。 

全国的な基準とし

て，教育部長官が

定める「教育課程」

があり，各学校は

これに基づきカリ

キュラムを編成，

運営。現行版は

2009 年公示。2015

年に改訂，2017 年

から導入予定。 

21 世紀型スキルと

して，①学習とイノ

ベーションのスキ

ル，②情報とメディ

アとテクノロジー

のスキル，③生活と

キャリアスキル 

七つの汎用的能力

（リテラシー，ニュ

ーメラシー，ICT 能

力，創造的・批判的

思考力，個人的・社

会的能力，倫理的理

解，異文化理解）。 

 

 

 

五つのキー・コン

ピテンシー（思考

力，言語・記号・

テキストの活用

力，自己管理力，

他者と協調する能

力，参加と貢献）。

育むべき四つの市

民像（自信のある

個人，自律した学

習者，活動的な貢

献者，思いやりの

ある市民）と「21

世紀型コンピテン

シーと望まれる生

徒の成果」の枠組

みを提示。 

目指される人間像

として， 

「自主人」，「創造

人」，「文化人」，「世

界人」 

CCSS（英語，数学），

NGSS（理科）が公表

され，各州に採択を

求める動きがある。 

連邦教育省が「21世

紀型スキル」と ACで

示される汎用的能

力との関係性を検

討している。 

「知識を教授する

こと」から「学習

を可能にするこ

と」への緩やかな

転換。 

人格・市民性教育

の導入など全人的

な学習を充実。 

改訂教育課程で

は，教科共通と教

科別のキー・コン

ピテンシーの開発

を検討中。 

理科では次世代科学

スタンダード（NGSS）

の学問的中核観念に

即して提示。 

特定学年の特定の学

習領域で習得される

知識・理解・スキルを

具体的に提示。 

8 学習領域につい

て初等中等教育段

階の各レベルで習

得される知識とコ

ンピテンシーの達

成目標を例示。 

各教科のシラバス

において，教科の

目標や内容と資

質・能力の関連を

示す。 

目指される人間像

は，「教育課程」の

「総論」及び各教

科の課程で提示さ

れている。 
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4. 学習・指導方法や学習活動の示し方 

(1)教育課

程 の 基 準

に お け る

示し方 

国による学習活

動や指導方法の

例示はない。教

師の自由に任さ

れている。 

教科別に，「学習

環境及び学習ア

プローチ」「指

導・学習の個別

化・学習支援」

の項目を設定。

各教科で修得す

べき資質・能力

や学習テーマを

列挙し，対応し

た学習方法・学

習活動を示す。

州の学習指導要

領で指導方法に

ついて記述して

いる州もある。 

教育課程の基準

では明示されて

いない。 

(2)主に 

どこで示さ

れているか  

GCSE試験（16歳

時）を実施する

各試験団体が，

各教科の試験に

対応した学習活

動例をウェブサ

イトで提供。 

教育課程基準に

全体的な方針を

提示。 

具体的な事柄は

原則として，学

校及び各教員に

任されている。

学習指導要領。 州文部省や州教

育研究所，大学

等。特定の方法で

はなく，複数を推

奨。 

州教育省によっ

て設置されたオ

ンラインライブ

ラリー等による

リソースの提供。

 

(3)普及や 

支援方策 

国による支援は

特になく，各教科

専門団体，教科

書・教材会社，試

験団体が実施。 

国が補助して研

究を実施。教員団

体や大学，コンサ

ルタント等が各

種研修を実施。 

国民教育省の視

学制度によって

普及や支援が行

われている。 

州教育研究所等

が資料を作成し，

書籍，パンフレッ

ト，HP等で普及・

公開している。近

年は研修も強化。 

州教育省が効果

的な学習方法に

関する啓発資料

を発行。指導方

法，実践例等の資

料をオンライン

で提供。 

 

5. 資質・能力を育成する学習活動の展開 

(1)特徴的

な 取 組 や

新 た な 

方 向 性 

宗教教育，シテ

ィズンシップ教

育，PSHE（人格・

社会性・健康・

経済）教育など

では，思考力な

どスキルを重視

した授業を展

開。 

個に応じた学習

と協同的な学習

双方を推進。改

訂版教育課程基

準では，「教科横

断的テーマ」が

各教科内容に埋

め込まれてい

る。 

各教科の学習指

導要領で，育成

すべき資質・能

力に対応した学

習活動を展開す

るよう定められ

ている。 

対面型一斉教授

からの脱却。個人

に対応した授業

を推奨。週単位で

の学習計画によ

る学習の個別化，

プロジェクト方

式の学習等の展

開。 

教科横断的カリ

キュラムを通し

た資質・能力の育

成。 

 

(2)資質・能

力の育成に

向けた授業

改善として

重視してい

る学習活動 

初等学校では教

科横断的トピッ

ク学習が多く，

活動的学習が取

り入れられてい

る。 

能動的・自律的

学修を推奨。ト

ピック（テーマ）

学習，演劇教育

など，特に中等

教育で特徴的な

実践が普及。 

教科横断的な学

習や調べ学習が

推奨されてい

る。 

能動的で，個人

的，共同的な学び

を推奨。多様な学

習集団に対応し

た内的多様化及

び主体的な参加

を重視。 

探求型学習の推

進。 
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特定の学習方法が

スタンダードに示

されることはな

い。 

教育課程の実施は

各州及び学校の責

任とされるため言

及はない。 

「効果的な教授活

動の在り方」とし

て，協働学習や

ICT 活用など教師

に求める工夫を具

体的に明示。 

教科別に推奨され

る学習活動を例示。 

教育課程の各教科

編において，「教

授・学習方法」と

して，活動方法，

指導方法などが示

されている。 

国ないしは州のレ

ベルで特定の指導

方法や学習活動が

示されることは原

則なされていな

い。 

各州カリキュラム

及び各学校のカリ

キュラム，指導計

画等。 

各学校の指針とな

るニュージーラン

ド・カリキュラム。

シラバス，教師用指

導資料，指導書で

様々な指導方法や

その背景となる学

習理論を解説。イン

ターネット配信も

行う。 

「教育課程」及び

各広域自治体がそ

れに基づいて作成

する教育課程編

成・運営指針。 

国ないしは州のレ

ベルで特定の指導

方法や学習活動を

普及させることは

原則なされていな

い。 

連邦・州教育大臣

所有の非営利教材

開発団体が教材等

を集めたウェブサ

イトを運営。各州

教育省も同種のサ

イトを運営。 

全国規模で現代的

学習環境としての

オンラインサービ

スが充実。国ない

し関連団体が ICT

を活用した多様な

学習ツールや評価

ツールを提供。 

国立教育研究所や

教育省による研修

やワークショップ。

教育省は各学校の

校内研修に講師を

派遣。オンラインで

学校・教師対象の資

料提供も行う。 

国や地方，委託を

受けた民間業者な

どがオン・オフラ

インの研修を実

施。政府外郭団体

は，学習資料や優

秀事例をオンライ

ンで提供。 

 

履修時間によら

ず，能力の習得状

況によって単位認

定を行うところも

あるが，数は少な

い。 

「個に応じた学

習」を推進， 

IB 等特別カリキュ

ラムは ACARA が示

す基準・手続に従

い認証。 

 

 

 

e-Learning やソ

ーシャルネットワ

ークを活用したバ

ーチャル学習ネッ

トワーク（VLN）が

普及。 

1997年以降，一貫し

て，思考力育成を重

視，探究型の授業の

推進・定着を図る。 

2009年より小･中･

高校で「創造的な

体験活動」の時間

を導入。 

パフォーマンス課

題による評価を設

定して主体的・協

働的な探究学習を

促す動き。 

より一層児童生徒

の興味・関心に即

した教育の提供を

示唆（グループ活動，

取り出し授業等）。 

「児童生徒一人ひ

とりの学習達成度

に応じた学習内容

の提供」を前提に

個による活動とグ

ループ活動を効果

的に併用。 

探究型授業や多様

な関わりのある双

方向的学習を全教

科で推進。教師には

ファシリテーショ

ン・スキルの育成を

求めている。 

中学校で進路探索

活動など各種体験

活動。教科では，

討論や課題解決学

習を中心に行う

「自由学期制度」

を実験中。 
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6. 学 習 評 価  

(1)基準等 

における 

示 し 方 

全国統一試験の

回数を減らすな

ど総括的評価を

減らし，形成的評

価を重視する方

向にある。 

評価全体の枠組

み，方針を総則

に明示。教科・

学年区分ごとの

内容に到達目標

（評価規準）の

項目を設定。 

学習指導要領に

おいて，各学習

期の終了時に到

達すべき水準が

示されている。

一般に各州文部

省の規則で規定

している。 

各学年の教科の

評定は絶対評価

で6段階。 

各教科・各学年

の目標の達成度

やパフォーマン

スの達成度によ

って評価。 

 

 

(2) 資質・

能力に関す

る評価 

形成的評価を重

視し，「何ができ

るか」を含め子供

の学習の到達に

関する実際の姿

を描き出そうと

している。 

 

到達目標（評価

規準）に基づく

評価を実施。 

国の全国学力調

査では，「学び方

を学ぶ」力も測

定する。 

国民教育省が共

通基礎に準拠し

た通知表の様式

を定めている。

求めるコンピテ

ンシーの到達度

とそれ以外の能

力等の状況につ

いて記述評価。

学習開発型の記

述を推奨。 

各教科の達成度

を示す「カリキ

ュラム達成度」

と，「学習スキ

ル」の達成度に

よって個別の成

績を記録。 

7. 教育課程の編成や評価・改善 

(1)各学校

における 

取組状況 

2012 年より各学

校は教科ごとの

学校カリキュラ

ムをウェブ上で

公表することが

義務付けられた。 

国レベル－地方

レベル－学校レ

ベルでカリキュ

ラムを作成する

ことができると

されるが，学校

レベルについて

は，作成を求め

ている自治体は

少ない。 

各学校は，国の

教育課程基準に

従って教育課程

を編成する。 

 

学校の自主性を

重視する傾向が

ある。しかし，

学校独自カリキ

ュラムの開発は

余り進んでいな

い。 

州統一テストの

結果に基づき，

教科内容の習得

状況が確認・評

価され，カリキ

ュラムの改善が

行われている。

(2) 国や

自治体に

よる評価

と支援 

各学校は，独立政

府機関の教育水

準局（OFSTED）に

よる学校監査に

より教育内容や

指導の質，学習成

果などの評価を

受け，結果は公表

される。学校監査

は各学校の改善

を目的に含む。 

自治体により対

応は異なる。 

国は，地方教育

課程基準の編成

のためにオンラ

イン版の支援ツ

ールを開発・提

供している。 

公立学校の教育

内容に関する予

算は，国民教育

省が出先機関を

通じて負担して

いる。この予算

の執行状況と効

果は，毎年，点

検評価される。

 

 

学校の自己評価

や外部評価を通

じて，カリキュ

ラム・マネジメ

ントを促進して

いる。学校管理

職等への研修を

提供している。 

オンタリオ州の

場合，政府から

独立した機関で

ある「教育にお

ける質とアカウ

ンタビリティに

関するオフィス

（EQAO）」が州

統一試験等の評

価・分析を行っ

ている。 

 

  

- 12 - 

  



 

 

アメリカ オーストラリア ニュージーランド シンガポール 韓 国 

 

州教育省の Web サ

イトにおいて，州ス

タンダードに対応

する評価の内容・方

法が示されている。 

「内容」は5段階の

到達スタンダード

で明示。 

汎用的能力につい

て，各州が評価の内

容・方法を検討・提

示。 

NZC に学習評価に

対する基本的考え

方を提示。学習評価

に特化したサイト

で基礎知識や評価

ツール，事例，関連

サイトを提示 

各教科の「教育課

程」において，「評

価」の項目が設けら

れており，評価内容

や方法について示

されている。 

各教科のシラバス

で評価の観点を示

し，評価方法を例

示。 

英語と数学で共通

コア州スタンダー

ド に 対 応 し た

PARCC な い し は

SBAC を導入するこ

とが連邦政府から

の予算措置によっ

て促されている。 

リテラシー，ニュー

メラシーは悉皆
しっかい

の

全国調査（NAPLAN）

で評価。ICTリテラ

シーは抽出調査に

て評価。 

 

①教員による多面

的な評価に関する

啓発を展開。②ICT

を活用した多様な

評価ツールの開

発・提供。③NZ 教

育研究所による評

価ツールの開発。 

「評価」の項目にお

いて，資質・能力に

関する項目は特に

明示されていない。 

21 世紀型能力は，

知識・スキル・価

値で構成される。

知識とスキルは評

価基準に基づき評

価。価値に関して

は記述による評価

も実施。 

 

学校ないしは教員

ごとに州統一学力

テスト結果が公表

され，その点数の伸

びで学校評価・教員

評価が行われる動

き。 

 

 

 

実施状況や成果は

各州教育省へ報告。

各学校に PDCAサイ

クルを徹底させる

ねらいで，「学校計

画と報告に関する

枠組み」を導入。 

学校主体のカリキ

ュラム開発を推奨。

各教科の学習内容

に一定割合で学校

裁量を認めている。

各学校は毎年活動

報告を教育省に提

出。 

学校自己評価の実

施。教育課程の運

営や教授・学習方

法，教育活動及び

教育成果などを評

価する。評価結果

は公開。 

連邦政府の予算誘

導により，全ての州

で上記の取組を求

める動き。 

ACARA は各州教育

省からの報告を基

にカリキュラム改

善。 

NAPLAN の結果は

「わたしの学校ウ

ェブサイト（My 

School Website）」で

公表。 

①教育機関評価局

第三者評価。②NZ

資格審査機関によ

る中等学校カリキ

ュラムの評価・認

定。③教育省による

学力向上支援プロ

グラムの提供。④学

校群ごとの学力向

上に向けた学校支

援。 

各学校への評価は，

評価機関により数

年おきに実施され

ている。一回の評価

において，2週間の

学校訪問が実施さ

れる。 

教育省は，校内研修

で各学校の実態に

応じたカリキュラ

ム開発を支援する。 

地方教育行政機関

は，国が定める基

本的な計画に基づ

き，学校評価を実

施する。評価結果

は，学校改善や財

政支援事業の参考

資料として活用さ

れる。 
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表1 諸外国の科学カリキュラム等において示されている資質・能力，教科固有の知識と学習活動 

国 イギリス 

（イングランド） 

（義務教育段階：ナショナル・

カリキュラム，後期中等教育段

階：GCE・Aレベル） 

ドイツ 

（初等教育段階:GDSU版スタ

ンダード, 前期中等教育段

階:KMK教育スタンダード, 

後期中等教育段階:EPA） 

米国 

（次世代科学スタンダード 

（NGSS）） 

教科固有の知識に関連

する記述 

（科学的知識，概念，

考えなど） 

初等・前期中等教育段階 

科学的知識と概念理解 

 

後期中等教育段階 

知識・理解 

初等教育段階 

概念／テーマ領域 

 

前期中等教育段階 

内容の次元：専門知識 

 

後期中等教育段階 

内容の次元：専門知識 

教科固有の知識を定めた

学問上の中心的考え

(DCIs) 

科学の資質・能力に関

連する記述（スキル，

プロセスや方法など） 

初等教育段階 

科学の本質，プロセス，

方法（科学的取組） 

 

中等教育段階 

科学的取組 

初等教育段階 

思考，活動及び行為の仕

方 

 

前期中等教育段階 

行動の次元：認識獲得，コ

ミュニケーション，評価  

 

後期中等教育段階 

行動の次元：専門の方法，

コミュニケーション，省察

学習活動場面や育成する

資質･能力を定めた科学

と工学の実践(SEPs) 

 

資質・能力と教科固有

の知識の関連付けにつ

いての記述 

（学習活動に向けて） 

初等・前期中等教育段階 

学習プログラムは「科学

的取組」と「生物・化学・

物理の教科内容（Subject 

content）」の二つに区分

されるが，これらは常に

関連付けながら学習 

初等・前期中等教育段階 

スタンダードは学校の教

授・学習プロセスを標準

化するものではなく，学

習活動を明確に規定して

はいないが，より具体的

に説明するための範例的

な課題事例を提示 

各学習トピックは到達目

標にあたるパフォーマン

ス期待値（PEs）を複数設

け，一つの PEについて

対応した SEPs・CCs・

DCIsの学習目標セット

がNGSSに示され，三つ

を整合させた指導を展開

教科横断的な学習や科

学と社会の関連に関す

る記述 

 

初等・前期中等教育段階 

（科学的な）会話で必要

となる言葉   

 

後期中等教育段階 

必要な数学的事項 

教科横断的なコンピテン

シー（事象，方法，自己，

社会など） 

 

国語(ELA)・数学・科学

の各実践の相互関連を説

明（主に批判的思考・問

題解決・分析能力に焦点

をあてている） 
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カナダ 

（オンタリオ州の 

理科カリキュラム） 

オーストラリア 

（ナショナル・カリキュラム）

シンガポール 

（ナショナル・カリキュラム）

韓国 

（ナショナル・カリキュラム）

科学と技術の基本概念を

理解する。 

（理科カリキュラムにおけ

る目的） 

 

 

科学の理解 

事実，概念，原理，法則，

理論やモデルなど 

 

 

 

知識・理解・応用 核心概念を理解する。 

 

科学的探究と技術的問題

解決に必要とされるスキ

ル，方策，気質（Habits of 

Mind）を身に付ける。 

（理科カリキュラムにお

ける目的） 

 

科学の探究スキル 

 

 

 

 

スキルとプロセス 

（プロセスは幾つかのス

キルの利用が必要とされ

る複雑な操作） 

科学の核心力量（コンピ

テンシー） 

 

「全体的な期待」におい

て各学年の終了時に生徒

に習得させることが期待

される知識とスキルを示

す。 

「具体的な期待」で期待

される知識とスキルをよ

り詳細に提示 

「内容の記述」において

児童生徒が学ぶことが期

待されている知識，スキ

ルと理解を示す。 

「内容の詳細」で内容を

どのように教授するか，

そのアプローチについて

一例を提示 

全ての学習単元において，

「知識・理解・応用」，「ス

キルとプロセス」，「倫理と

態度」ごとに，期待される

学習成果を具体的に記載 

学習単元で，重視すべき核

心概念を明示し，対応した

機能と核心力量（コンピテ

ンシー）を関連 

 

科学と技術を社会と環境

に関連付ける。 

（理科カリキュラムにお

ける目的） 

 

 

 

人類の挑戦としての科学

・自然と科学の発展 

・科学の利用と影響 

 

 

 

倫理と態度 

好奇心，創造性，客観

性，誠実さ，オープンマ

インド，忍耐力，責任（生

命倫理，環境倫理） 

科学的参与，生涯学習能

力（科学科） 
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表2 諸外国の科学カリキュラム等において示されている資質・能力【詳細版】 

国 イギリス 

（イングランド） 

（義務教育段階：ナショナル・

カリキュラム，後期中等教育段

階：GCE・Aレベル） 

ドイツ 

（前期中等教育段階: KMK教

育スタンダード） 

米国 

（次世代科学スタンダード 

（NGSS）） 

【詳細版】 

科学の資質・能力に関

連するもの（スキル，

プロセスや方法など） 

科学的取組 

 

初等・前期中等教育段階 

科学的な疑問に答えるた

めの様々なアプローチの

仕方 

 

具体的な項目（KS3） 

・科学的態度 

・実験スキルや調査 

・分析や評価 

・測定 

具体的な項目（KS4） 

・科学的思考を発展させる 

こと 

・実験スキルや方策 

・分析や評価 

・語彙，単位，記号，命名

法 

 

後期中等教育段階 

授業や学習を通して育成

される実践的スキル 

 

具体的な項目（GCE･Aレ

ベル） 

・個人で考えること 

・科学的方法を用い，応用

し，実践すること 

・実践の文脈において，数

学的基礎能力と数学的概

念を応用すること 

・調査や論及 

・実験器具や装置 

行動の次元：認識獲得，

コミュニケーション，評

価 

 

認識獲得（物，化）： 

実験的方法や他の探究

方法，並びにモデルを利

用する。 

 

認識獲得（生）： 

観察，比較，実験及びモ

デルを利用し，活動技術

を用いる。 

 

コミュニケーション： 

事実に即し，かつ専門的

に情報を解釈し，交換す

る。 

 

評価： 

様々な文脈において，

（物理・化学・生物に関

する）状況を認識し，評

価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動場面や育成する

資質･能力を定めた科学

と工学の実践(SEPs) 

 

科学の探究(Inquiry)の 

様式として 

・問い･問題の提起， 

・調査の計画･実施， 

・データの分析･解釈， 

・モデルの開発･使用， 

・説明構成/ 

解決法デザイン 

 

加えて， 

・証拠に基づく議論の 

導入， 

・数学と計算思考の 

使用， 

・情報の獲得･評価･伝達

 

の計8段階 
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カナダ 

（オンタリオ州の 

理科カリキュラム） 

オーストラリア 

（ナショナル・カリキュラム）

シンガポール 

（ナショナル・カリキュラム）

韓国 

（ナショナル・カリキュラム）

科学的探究と技術的問題

解決のためのスキル連続

体（第1－8学年） 

 

スキルの 3領域 

・科学的探究（実験） 

スキル 

・科学的探究（研究） 

スキル 

・技術的問題解決スキル 

 

領域別に示される連続体

(continuum)では，スキルは

探究や問題解決の過程に則

って次の4段階で記載 

 

1.始めることと計画 

（例：問いを立てる，問題  

を明らかにする，手順を計

画する。） 

 

2.実行と記録 

（例：手順に従う，情報に

アクセスする，観察や結果

を記録する。） 

 

3.分析と解釈 

（例：データを整理する，

実行したことの効果を振

り返る，結果を導く。） 

 

4.コミュニケーション 

（例：適切な語彙を使う，

様々な方法で見つけ出し

たことを伝え合う。） 

科学の探究スキル 

 

・質問することと予想す

ること 

・計画することと実施す

ること 

・データと情報を処理す

ることと分析すること

・評価すること 

・コミュニケーションす

ること 

スキルとプロセス 

 

スキル 

・問いの生成 

・観察 

・比較 

・コミュニケーション等

初等教育段階で11， 

中等教育段階で14のスキル

 

プロセス 

初等教育段階 

・創造的な問題解決 

・意思決定 

・探究活動 

 

前期中等教育段階 

・創造的な問題解決 

・意思決定 

・探究活動の計画 

 

 

科学の核心力量（コンピ

テンシー） 

 

・科学的思考力 

・科学的探究能力 

・科学的問題解決力 

・科学的意思疎通能力 

・科学的参与と生涯学習

能力 

の五つの能力 
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National Curriculum

GCSE General Certificate of Secondary 

Education 16 18

GCE A General Certificate of Education Advanced Level

KS  

Numeracy and mathematics Language and literacy

 
KS1,2 Scientific knowledge and conceptual 

understanding The nature, processes and methods of science

Spoken language KS3,4

Scientific knowledge and conceptual understanding

Spoken language  

 
KS1 KS4 Working 

scientifically

KS3,4

KS3 KS3

KS4
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GCE A  

GCE A knowledge and understanding

mathematical requirements  
specification

 

Department for 
Education

 

 
 

Subject content
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GCE A  
GCE A

GCE A GCE A

Assessment Objectives: AO AO1:
AO2:

AO3:
AO2

 

 

 
 

 
   KS  

KS1 

Lower KS2 

Upper KS2 

KS3 

KS4 

Department for Education (2013) The national curriculum in England: Key stages 1 and 2 

framework document. 

(https://www.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment_data/file/425601/PRIMARY

_national_curriculum.pdf) 2015 6  

Department for Education (2014) The national curriculum in England: Key stages 3 and 4 

framework document. (https://www.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment

_data/file/381754/SECONDARY_national_curriculum.pdf) 2015 6  
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GCE A  
   

AS A

Working scientifically

mathematical requirements

AS A

specification

Department for Education (2014) GCE AS and A level subject content for biology, chemistry, 

physics and psychology. (https://www.gov.uk/government/uploads/system/uploads/attachment

_data/file/303026/A_level_science_subject_content-.pdf)  

 

 

 
 

KS

Language and 

literacy KS1

KS2
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KS2

KS3

 
KS1 3

KS4

A

 
KS1 3

KS4 A

 
 

KS

KS4

 

 
 

 
 

 

 
 

Science Programme of study for KS3 and attainment targets: The National Curriculum 2007 

(Extract)  

 
 

 
Rossett School Green Lane, Harrogate, HG2 9JP  

Period 3 Mrs.H.C. 
KS3(Year8)    

 
 

- 24 - 

  



 
‘Learning 

Outcomes’  
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‘Demonstrate 

Understanding’ Learning Science

Doing Science

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Science Programme of study for KS4: The National Curriculum 2007 (Extract)

 

 
 

 
Titus Salt School Higher Coach Road, Baildon, West Yorkshire, BD17 5RH  
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  Period 5     Mr.J.S. 
 KS4(Year11)   

 
 

 
 

 
‘Learning Objectives’  
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Twenty First 

Century Science

 
 

HSW: How Science Works
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Learning Science

Doing Science
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